
山本裕二
    YUJI  YAMAMOTO　
1965年夏ノルウェーで研修
1968年早稲田大学第一政経学部を卒業
卒業後、国際本部（AI）でのAdvisory Counselorに
現在は株式会社光正の取締役副社長

－研修に行った動機や研修内容などをお聞かせ願えますか？

研修だけでなく、国際本部の本部財務管掌も担当

40年前っていうのはとにかく海外行くこと自体が偉い大変で、
もう羽田から飛行機に乗ったら今生の別れって言う感じだった。
だから海外に行くって事のインセンティブが一番強かった。
僕の場合は、国はどこでも良くて、たまたまノルウェーのトレイニーシップが
あったからという感じだし、実は他の先輩に決まっていたんだけど、
何らかの理由で行けなくなったから、急に行けることになったという巡り合わせだったね。
でも、お金も全然無かったから、当時家一件100万円で買えた時代に
親から50万円やっとの思いで前借して、なんとか行けた。
向こうにいる間にメンバーがもう一つ研修先を紹介してくれたから、
都合2つ回っているんだけど、一つ目の勤務先は日本でいう住宅金融公庫で、
統計処理･作成が中心だった。夏期休暇中の社員の大体的な要素で完全なルーティンワーク。
2つ目は、デン・ノルスク銀行で輸出入事務。1ヶ月ということもあって実務はなかったけど
銀行決算実務、特にL/C決算の仕組みのレクチャーを頂いた。
ドキュメント作成等は今でも記憶にあるよ。

－研修から帰国されてからのアイセック活動に関してお聞かせ願えますか？

日本に帰ってきてからはほとんど学校行かずにアイセックばかりやっていたね。
日独チャーターフライトのプロジェクトの責任者は僕がやって
その活動で一番印象に残ってるのは、東宮御所までドイツ人の学生3人くらいを連れて行って
今の天皇陛下・美智子様と1時間くらい歓談したことだね。
美智子さんの方がはるかに英語うまいのに通訳みたいなことをしてたね。
当時、大変な国際的な親善な学生団体ってことだったので
それは評価しましょうといったことで会えたんだね。これは良く覚えてる。
それから名古屋地区と北海道地区のエクステンションなんかもやったね。
後は、大学出てから1年、国際本部（当時ジュネーブ）のAdvisory Counselorやったか。
たまたま、選挙されて本部財務管掌になって毎週財務報告とか
小切手だすのに全部僕のサインが必要なシステムだったんだよね。
卒業間際にトルコのコングレスに行ったら、なんだか担ぐ人がいて
日本がフル・メンバーになったばかりだったし、
国際本部が何やってるかも詳しく知らなかったから
僕がやりたい、やりたいなんて言えないよね。
それから本部執行委員としてPM（メキシコ）と
Congress（ダブリン）の開催とかもやったね。
アイセックばかりやってたけど、
さすがにここまでやるイメージは無かったな。

－アイセック活動で得たものは何ですか？

単なる旅行者としてじゃなくて、一応勤めたということの成果でいったら
実際の会社での企業文化というのは非常に良く分かったよね。
ノルウェーっていうのは非常にのんき、ゆったりとしたという感じ。
それから日本以上に律儀・礼儀正しいね。北欧の中で日本人と非常に似ているよ。
それから、外国で生活すること数多くの人々と常にコミュニケーションを計ることを通じて
自分自身の人生観の中に国籍・人種・宗教・歴史・伝統等の文化等々による違和感が
あまり感じられなくなった。地球はひとつ、人間は人間ということ。

いずれにしてもアイセックの基本は研修だから自分で行かないとダメだよね。
全然アイセックで行くのと、遊びで行くのは全く違うんじゃないかな。
やっぱり職場に入って働くって言うことは、日本で就職するとしても意味はある。
学生時代の経験としてね、滅多に無いこと。

－最後に現役へ何かドバイス・メッセージをいただけませんか？

－どうもありがとうございました。

地球はひとつ、人間は人間

1964.10� � アイセック入会
1965.6-9� � ノルウェーにて研修
1965.11� � バルセロナでのPM　オブザーバー参加
1966.6-9� � 日独チャーターフライトプロジェクト　委員長
1967.4-1988.3� 日本委員会委員長
1967.8� � 第1回日韓スタディーツアー団長
1967.4-1969.3� 国際本部 Advisory Counselor
� � � PM（メキシコ），Congress（ダブリン）等　本部執行委員として開催
� � � 本部財務管掌

<appendix>
アイセック・キャリア・パスの参考の一つとして
山本氏の非常に面白いアイセック経歴を以下に記載させていただきます。


